
 

NEWS RELEASE 

 

2023 年 12 月 11 日 

Abalance 株式会社 

 

 

週刊ダイヤモンド掲載のお知らせ 

 

本日発売の「週刊ダイヤモンド」（株式会社ダイヤモンド社発行 2023 年 12 月 16 日号）に、

弊社に関する誌面を掲載しておりますので、お知らせいたします。 

「太陽光パネル市場を独占する中国勢に挑む日本企業の勝算」と題したインタビュー記事とし

て、当社グループ取締役 CEO の龍潤生が、弊社の脱炭素事業への取組み、今後の事業成長戦

略、業績等について語っております。 

詳細につきましては、添付の誌面 PDF をご覧ください。また、誌面および同社オンラインサイト

（https://diamond.jp/articles/-/333219）でもご覧いただけます。 

（注）誌面 PDF については、株式会社ダイヤモンド社の許諾を得て添付しております。 

以 上 

 

 

【Abalance 株式会社について】 

Abalance 株式会社は、2000 年 4 月にインターネットサービスの開発・運営等を行う IT 企業として

設立いたしました。現在は太陽光・風力等のグリーンエネルギー事業を主軸に据え、建機事業と

IT 事業も展開しております。私ども Abalance 株式会社は地球環境の脱炭素化に向けて積極的に

貢献すべく、太陽光パネル製造から発電所の企画開発、運営管理、リユース・リサイクルまでの

垂直統合ソリューションを提供し、再生可能エネルギーの中核的グローバル企業を目指しており

ます。 

 

社名 ：Abalance 株式会社  

代表者 ：代表取締役 光行 康明  

所在地 ：東京都品川区東品川 2-2-4 天王洲ファーストタワー16 階  

資本金 ：2,059 百万円（2023 年 6 月 30 日現在）  

設立 ：2000 年 4 月 17 日  

上場市場 ：東証スタンダード（証券コード：3856）  

URL ：https://www.abalance.jp/ 

【本件に関する問い合わせ先】 

Abalance 株式会社 IR・経営企画室 

E-MAIL：ir@abalance.co.jp 

問い合わせフォーム：https://www.abalance.jp/contact/  
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８
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０
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３
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収
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。

　

内
製
化
に
よ
っ
て
部
品
の
生
産
国

証
明
が
容
易
に
な
っ
た
こ
と
は
、
対

米
輸
出
対
策
と
し
て
も
有
効
だ
。
米

国
は
中
国
製
品
の
輸
入
を
制
限
し
て

い
る
た
め
、
日
本
メ
ー
カ
ー
が
自
社

の
ベ
ト
ナ
ム
工
場
で
生
産
す
る
太
陽

光
パ
ネ
ル
は
米
国
市
場
で
受
け
入
れ

ら
れ
や
す
く
、
大
き
な
シ
ェ
ア
を
獲

得
す
る
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
、
米

国
は
国
内
生
産
を
積
極
的
に
奨
励
し

て
い
る
た
め
、
龍
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
「
米
国

工
場
の
建
設
も
視
野
に
入
れ
て
候
補

地
を
視
察
し
て
い
る
」
と
、
早
々
に

Ｖ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
（V

ietnam
Sunergy

JointStock
Com
pany

）
が
あ
る
。

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
生
産
す
る
４
工
場

が
稼
働
し
て
お
り
、
11
月
か
ら
は
太

陽
光
パ
ネ
ル
の
主
要
部
品
で
あ
る
セ

ル
を
生
産
す
る
第
５
工
場
（
投
資
額

４
３
５
億
円
）
が
稼
働
し
た
。「
こ
れ

ま
で
セ
ル
は
他
社
か
ら
調
達
し
て
い

た
の
で
す
が
、
第
５
工
場
で
内
製
化

す
る
こ
と
に
よ
り
、
主
要
部
品
の
安

定
供
給
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
」。

　

そ
う
話
す
龍
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、
太
陽
光

パ
ネ
ル
の
生
産
を
ベ
ト
ナ
ム
で
行
う

大
き
な
理
由
と
し
て
、「
太
陽
光
パ
ネ

ル
の
激
し
い
価
格
競
争
」
を
挙
げ
る
。

「
15
年
前
、
５
０
０
㍗
の
パ
ネ
ル
１

枚
の
価
格
は
約
20
万
円
で
し
た
。
個

人
住
宅
で
は
６
枚
必
要
な
の
で
１
２

０
万
円
で
す
。
今
は
１
枚
１
万
５
０

０
０
円
程
度
な
の
で
９
万
円
。
生
産

コ
ス
ト
を
抑
え
ら
れ
る
ベ
ト
ナ
ム
に

自
動
化
の
進
ん
だ
工
場
を
建
て
た
結

果
、
価
格
競
争
力
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」。

　

世
界
的
な
脱
炭
素
志
向
や
政
府
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
安
全
保
障
強
化
姿
勢
と

い
う
追
い
風
を
受
け
て
販
売
量
が
爆

発
的
に
増
え
、
Ａ
ｂ
ａ
ｌ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ

の
業
績
は
絶
好
調
。
21
年
10
月
に
発

表
し
た
中
期
経
営
計
画
（
Ｆ
Ｙ
２
０

２
２－

24
）
は
初
年
度
に
最
終
年
度

の
売
上
高
を
達
成
し
た
こ
と
か
ら
、

次
の
中
期
経
営
計
画
（
Ｆ
Ｙ
２
０
２

４－

26
）
で
は
売
上
高
24
年
６
月
期

持
分
法
適
用
関
連
会
社
だ
。

　

Ｗ
Ｗ
Ｂ
は
Ｐ
Ｐ
Ａ
（P

ow
er

Purchase
A
greem

ent

、
電
力
購

入
契
約
）
事
業
と
太
陽
光
発
電
設
備

の
販
売
事
業
を
手
掛
け
て
い
る
。
Ｐ

Ｐ
Ａ
事
業
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
購
入
し
た
い
企
業
な
ど
の
需
要

家
に
電
気
を
供
給
す
る
事
業
だ
。

「
Ｗ
Ｗ
Ｂ
は
、
合
計
１
４
０
㍋
㍗
の

発
電
能
力
を
持
つ
約
１
１
０
カ
所
の

太
陽
光
発
電
所
（
開
発
予
定
案
件
も

含
む
）
を
保
有
し
て
い
ま
す
」
と
語

る
の
は
龍り
ゅ
う

潤じ
ゅ
ん

生せ
い

グ
ル
ー
プ
取
締
役
Ｃ

Ｅ
Ｏ
だ
。
１
４
０
㍋
㍗
の
発
電
能
力

は
、原
発
１
基（
１
ギガ
㍗
）の
発
電
能

力
の
十
数
％
に
相
当
し
、
太
陽
光
発

電
所
と
し
て
は
国
内
有
数
の
規
模
だ
。

「
Ｗ
Ｗ
Ｂ
は
Ｐ
Ｐ
Ａ
と
い
う
ス
ト
ッ

ク
事
業
と
、
部
材
、
設
備
を
売
っ
て

利
益
が
得
ら
れ
る
フ
ロ
ー
（
販
売
）

事
業
の
両
輪
で
収
益
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
当
社
は
、
自
社

で
企
画
か
ら
設
計
・
製
造
・
建
設
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
さ
ら
に
は
老
朽
化

し
た
設
備
の
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
う
、

川
上
か
ら
川
下
ま
で
を
一
貫
し
て
手

掛
け
て
い
る
こ
と
を
強
み
と
し
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
Ｗ
Ｗ
Ｂ
の
技
術
力

が
評
価
さ
れ
、『
脱
炭
素
に
関
し
て
協

業
し
た
い
』
と
、
大
手
企
業
・
有
名

企
業
か
ら
の
相
談
も
多
く
寄
せ
ら
れ

て
お
り
、
実
績
も
出
て
き
て

い
ま
す
」
と
龍
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
胸

を
張
る
。

日
本
企
業
製
と
い
う

強
み
を
生
か
し
て

米
国
市
場
に
参
入

　

海
外
の
主
要
子
会
社
と
し

て
は
ベ
ト
ナ
ム
に
太
陽
光
パ

ネ
ル
生
産
工
場
を
展
開
す
る

化
し
て
い
る
。
政
府
は
太
陽
光
発
電

を
最
大
限
導
入
す
る
と
し
、
２
０
３

０
年
ま
で
に
公
共
施
設
の
約
50
％
に

太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
と
い
う

目
標
を
掲
げ
た
。
東
京
都
や
京
都
府

な
ど
の
自
治
体
も
、
住
宅
に
太
陽
光

発
電
設
備
の
設
置
を
義
務
付
け
る
条

例
を
制
定
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
太
陽
光
発
電
に
使
わ

れ
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
需
要
は
高
ま

る
ば
か
り
だ
が
、
国
産
太
陽
光
パ
ネ

ル
の
生
産
は
厳
し
い
状
況
に
陥
っ
て

い
る
。
00
年
代
に
シ
ェ
ア
50
％
前
後

を
占
め
て
い
た
大
手
日
本
メ
ー
カ
ー

や
欧
米
メ
ー
カ
ー
は
、
中
国
メ
ー
カ

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
目

標
の
達
成
を
目
指
し
、
国

や
自
治
体
の
動
き
が
活
発

次
の
手
を
打
っ
て
い
る
。
Ｖ
Ｓ
Ｕ
Ｎ

は
24
年
、
米
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
上
場
を

控
え
て
お
り
、
実
現
す
れ
ば
米
国
市

場
で
の
知
名
度
も
高
ま
る
は
ず
だ
。

　

龍
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
「
富
士
山
が
大
好
き
」

だ
と
い
う
。
Ａ
ｂ
ａ
ｌ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
の

ロ
ゴ
に
も
富
士
山
が
使
わ
れ
、
最
初

の
就
職
先
も
オ
フ
ィ
ス
か
ら
「
富
士

山
が
見
え
る
会
社
」
だ
っ
た
と
い
う
。

龍
Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
富
士
山
愛
は
、
日
本
愛

に
も
通
じ
る
。「
太
陽
光
発
電
事
業

を
通
じ
て
日
本
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及

を
進
め
、
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
も
貢
献
し
た

い
」。
そ
の
目
標
は
富

士
山
同
様
に
高
い
が
、

頂
上
へ
向
け
て
着
実
に

歩
き
だ
し
て
い
る
。

問い合わせ先
Abalance
株式会社
〒140-0002
東京都品川区東品川2-2-4
天王洲ファーストタワー16階
https://www.abalance.jp/

敷地面積約13.42haにも及ぶベト
ナムフート省錦渓工業団地に立つ
VSUNの工場。第5工場では太陽光
パネル製造の主要部品となるセルを
生産する。下の写真は11月に行わ
れた竣工式の様子

宮城県にある角田市太陽光発電所は
一般家庭の約4150世帯分の年間消費電力に相当する出力を持つ

2000年代、日本企業が大きなシェアを占めていた太陽光発電市場は、
今や中国勢に席巻されている。日本企業のAbalanceはベトナムに新工場を建設、
主要部品を内製化して生産国証明と価格競争力を付け、日米の市場に風穴を開けようとしている。

太陽光パネル市場を
独占する中国勢に挑む
日本企業の勝算 Abalance

2023

Abalance 

龍 潤生
グループ取締役CEO

福島原発の危機を救った
大キリン

　東日本大震災直後に発生した東京電力福島第1原発
事故。原子炉建屋内の使用済み核燃料プールの水が核
燃料の発熱で蒸発し、爆発寸前という深刻な状態に陥
っていた。自衛隊の散水ヘリや消防署の高圧放水車は
歯が立たず、62㍍アームを持つ中国・三一重工製の
コンクリートポンプ車「大キリン」（写真）などの注
水でなんとかしのいでいた。この大キリンは危機を知
った龍CEO（当時はWWB代表）チームが三一重工
と交渉し、発注元のドイツの顧客に了解を得て上海か
ら日本に運び、関係各所との複雑な調整を経て現場へ
運んだもの。遠隔
操作で動く大キリ
ンの注水の効果も
あり、原子炉の温
度が下がり爆発の
危機は去った。数
年後、小泉純一郎
元首相は龍CEO
を食事に招き、「日
本人の命の恩人」
と感謝したという。

ー
と
の
価
格
競
争
に
敗
れ
て
生

産
か
ら
ほ
ぼ
撤
退
し
、
世
界
の

太
陽
光
発
電
製
品
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
は
中
国
が
握
っ
て

い
る
。

　

し
か
し
今
、
新
た
な
日
本
メ

ー
カ
ー
が
、
こ
の
市
場
に
挑
も

う
と
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
東

京
・
品
川
に
本
社
を
置
く
東
証

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
市
場
上
場
の

Ａエ

ー

バ

ラ

ン

ス

ｂ
ａ
ｌ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
だ
。

自
前
の
発
電
所
を

保
有
し
て

再
エ
ネ
を
求
め
る

企
業
に
販
売

　

Ａ
ｂ
ａ
ｌ
ａ
ｎ
ｃ
ｅ
は
ホ
ー

ル
デ
ィ
ン
グ
ス
化
し
て
子
会
社

群
を
束
ね
て
い
る
。
太
陽
光
発

電
設
備
関
連
に
限
れ
ば
、
子
会

社
に
は
太
陽
光
発
電
と
建
機
を

販
売
す
る
Ｗ
Ｗ
Ｂ
が
あ
る
。
主

に
農
村
で
の
太
陽
光
発
電
設
備

販
売
拡
大
を
担
う
明
治
機
械
は
、

PR


